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ごあいさつ

経営方針

環境理念

行動方針
1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

 受託した産業廃棄物の収集運搬・処分に当たっては、環境に配慮した作業を推進します

 当社は、益々深刻化する環境問題への対応が重要課題であるとの認識に立ち、全組織及び全活動

に係る環境負荷の低減を図るため全社一丸となり、環境保全活動に取組（むことを誓約します）み

ます。

Ⅰ 環境経営方針

「まち、地域、地球の未来のため、資源のリサイクルに貢献します」を掲げ、環境に配慮した事業

を自主的、積極的に行い地球環境との調和を図ります。正しく・誠実な志で責任をもって事業に取

り組んでいきます。

 受託した一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理廃棄物の再資源化に取組み、リサイクル率の

代表取締役  今  武       

制定日 ： 2022年  1月  31日

改訂日 ： 2022年  月    日

有限会社   グルッペ       

 収集運搬車両や重機等のエコドライブ等を実施し、二酸化炭素の排出削減を推進します

 環境経営システムの継続的な改善を推進します

 環境関連法規制等を遵守します

 社員教育の充実、業務環境改善を推進します

 環境コミュニケーション及び地域社会貢献活動を推進します

 有限会社グルッペは、青森県下北地方の釜臥山のふもとの自然豊かな場所に位置します。こ

の自然豊かな環境を未来の子供達へ残すためにも環境負荷の低減CO2削減を重点に踏まえ、環

境負荷の少ない事業に自主的・積極的に取り組んで行きたいと思っております。

有限会社  グルッペ
代表取締役  今  武

向上を図ります

 節水及び排出水の適正な管理を推進します



Ⅱ組織の概要
 
１  名称及び代表者名

有限会社 グルッペ    代表取締役  今  武

２  所在地

本社     青森県むつ市大字田名部字落野沢13番地2
事業場  青森県むつ市大字田名部字落野沢95
資材置場  青森県むつ市大字田名部字落野沢95
ゴルフ練習施設  青森県むつ市大字田名部字落野沢13番地2

３  環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者 : 産廃部⾧ 中山 竜也 ＴＥＬ： 090-7287-2794
担当者 : 業務部⾧ 今 和弘 ＴＥＬ： 080-4673-0373

４  事業活動の内容

・ 一般廃棄物収集運搬
・ 産業廃棄物収集運搬業
・ 特別管理産業廃棄物収集運搬業
・ 産業廃棄物処理業
・ 金属買取業
・ ゴルフ練習施設運営

５  事業の規模
廃棄物の収集運搬量・処分量 ｔ／年
廃棄物の処分量 ｔ／年
従業員数 12 人
本社：延べ床面積 24.2 ㎡
事業場：延べ床面積 85.9 ㎡
資材置場：延べ床面積 700 ㎡
ゴルフ練習施設：延べ床面積 112 ㎡

６ 対象範囲（認証・登録範囲）

７ 事業年度
12月～翌年11月まで

８ 環境活動レポートの対象期間（発行日）
令和3年12月～令和4年12月（発行日：令和5年4月1日）

当社の全活動・全組織を対象範囲とする。

1,013.74
870.74



有限会社グルッペ 組織図

所在地

電話番号

床面積
従業員数 5 名

所在地

電話番号

床面積 785.44 ㎡
従業員数 7 名

収集運搬部門

青森県むつ市大字田名部字落野沢13番地2

0175-29-3988

（事務部門）24.24 ㎡  （ゴルフ部門）112.16㎡

有限会社  グルッペ

事務部門

ゴルフ練習施設部門

0175-29-3988

青森県むつ市大字田名部字落野沢95

中間処理部門



EA21実施体制図

環境経営システム 役割・責任・権限表

・環境経営に関する統括責任。

・経営における課題とチャンスの明確化。

・環境経営方針の策定。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、資金、情報を準備。

・効果的で必要十分な実施体制の構築。

・環境管理責任者を任命。

・全体の評価と見直し・指示。

・環境経営システムの構築、実施、管理。

産廃部⾧ ・問題点の是正、予防処置の指示・確認。

・環境活動の取組状況を代表者への報告

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成。

・環境活動のチェック表等の実施集計。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境経営方針の部内への周知。

・教育訓練の実施。

・環境経営計画の実施及び達成状況の報告。

・緊急事態への対応のための手順作成テスト、訓練の実施、記録の作成。

・問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

業務部⾧   今  和弘

事務責任者 久保田 麻紀

代表取締役

今   武

役割・責任・権限

事務部門

環境事務局

今  和弘

環境管理責任者

中山 竜也

スポーツ部門
収集運搬部門 中間処理部門

代表者（社⾧）

今 武

環境管理責任者

中山 竜也

環境事務局

今 和弘

部門責任者 ・担当部門について環境経営システムを実施し、維持する。

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。



Ⅲ  環境目標とその実績

１  主な環境負荷の実績

表１、主な環境負荷等の実績

項目 単位
令和３年度

（基準年）
令和４年度

二酸化炭素排出量 ㎏－ＣＯ₂／年 90,802 91,642

一般廃棄物排出量 ｔ／年 6,071 5,995

産業廃棄物排出量（最終処分量） ｔ／年 35,210 55,870

水使用 ㎥／年 133 132

当社は、主に産業廃棄物収集運搬業と産業廃棄物中間処理などを中心ととした事業活動を行っており、環

境負荷は、表1の通りです。

二酸化炭素排出量については、産業廃棄物等の収集運搬車両等が主なもので、令和4年度、91,642㎏－ＣＯ₂

です。

（注）購入電力の排出係数は、令和元年度実績 R31,7環境省・経済産業省公表 東北電力㈱の調

整後排出係数0.528を使用した
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2  環境経営目標の設定

当社では、環境目標を表２のとおり設定し、環境負荷の削減等に取組んでおります。

表2 環境経営目標（Ｒ4年度～Ｒ6年度）

単位 基準値

削減率（％） R3年度 2 4 6

 ｋｗｈ 22,369 21,922 21,474 21,027

削減率（％） R3年度 2 4 6

Ｌ 921 903 884 866

削減率（％） R3年度 2 4 6

㎏ 5 5 5 5

削減率（％） R3年度 2 4 6

 Ｌ 4,617 4,525 4,433 4,340

削減率（％） R3年度 2 4 6

 Ｌ 25,570 25,059 24,548 24,036

削減率（％） R3年度 2 4 6

 ㎏ＣＯ₂ 90,802 88,996 87,179 85,363

削減率（％） R3年度 2 4 6

 t 6,071 5,950 5,828 5,707

削減率（％） R3年度 2 4 6

 ㎥ 133 130 128 125

増加率（％） R3年度 2 4 6

件数 7 7 7 7

１、環境目標は、毎年見直すとともに、事業活動に大きな変更があった場合は、速やかに改定する。  

２、負荷の自己チェックで環境影響が大きいと判断した項目はすべて目標を設定する。

３、コア指標の二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量は目標設定の必須項目とする。

４、この書類は、環境事務局で保管する。また、全従業員へ伝達する。  

適正な収集運搬

処分業務

購入電力の排出係数は、令和元年度実績 R2.1,7環境省・経済産業省公表 東北電力㈱の調整後排出係数0.528を使用した

地域貢献その他 清掃活動等

・適正な収集運搬業務を推進し、定期的に確認する。

基準年度

ガソリンの削減

年度毎目標値

（基準年度に対する削減(増加)率）

R4年度 R5年度 R6年度

ＬＰＧの削減

コア指標 環境方針 環境目標項目

電力の削減

灯油の削減

削減率又は増

加率（％）

省エネルギ―の推進

二酸化炭素

排出量の削減

二酸化炭

排出量

廃棄物

排出量

受託した産業廃棄物の収集運搬・

処分における環境 配慮

節水

軽油の削減

ごみの削減

二酸化炭素排出

量の削減

一般廃棄物の削減

水使用量 節水



３．環境経営目標の実績

表３  当該年度の環境経営目標の達成状況等 ※実施期間 令和3年12月～令和4年11月

基準値

R3年度 削減(増加)率(％） 目標値 実績値

再資源化率

（％）

増加率（％）

件数

購入電力の排出係数は、令和元年度実績 R3.1,7環境省・経済産業省公表 東北電力㈱の調整後排出係数0.528を使用した

4,153

コア指標

電力の削減

ＬＰＧの削減

Ｒ3年度

684

24,383

4

二酸化炭素排出量の削減

5

環境方針 環境目標項目 単位

4,525

2％削減 21,922

ガソリンの削減

5

未達成

灯油の削減 2％削減 達成

環境目標の

達成状況

達成

22,369

921

㎏

903

ごみの削減

2％削減

2％削減

軽油の削減 未達成

2％削減

25,570

 ㎏ＣＯ₂ 90,802

節水

達成

132

達成

未達成5,995

未達成

達成

清掃活動等 8

25,059

88,996

5,950

受託した産廃のリサイクル率 向上

未達成91,643

環境経営目標の達成状況について、試行期間（令和３年10月～令和３年１2月まで）の実績については、表３の通りです。ガソリンの削

減・軽油の削減・二酸化炭素排出量の削減・一般廃棄物の削減については、環境目標を未達成であった。軽油については、遠方の業者に

産業廃棄物の収集に行く回数が多かった為、燃料使用量が見込み数を超えたこと等が大きい原因と考えられる。

2％削減

2％削減

2％削減 26,131

 ｋｗｈ

Ｌ

Ｌ 4,617

Ｌ

7

t 6,071

133 ㎥

分別の徹底を行い最終処分場に委託する産業廃棄物を削減する。

2%増 7

130

受託した産業廃棄物の収集運搬・処分

における環境配慮

その他

省エネルギ―の推進

二酸化炭素排出量の

削減

二酸化炭素

排出量

一般廃棄物の削減

節水

廃棄物排出量

地域貢献活動の推進

総排水量

87000
88000
89000
90000
91000
92000

基準値 目標 実績

二酸化炭素排出量 t－ＣＯ₂

二酸化炭素排出量

t－ＣＯ₂ 5850
5900
5950
6000
6050
6100

基準値 目標 実績

一般廃棄物排出量 ｔ

一般廃棄物排出量

ｔ

128
129
130
131
132
133
134

基準値 目標 実績

水使用量 ㎥

水使用量 ㎥



Ⅳ．環境経営計画、取組結果とその評価、次年度の目標及び取組内容

表４  環境経営計画、取組結果とその評価、次年度の目標及び取組内容

①不要照明の消灯 〇

②空調管理の徹底（冷房28℃、暖房20℃） △

③不使用機器の待機電力カット △

④エコドライブ励行の声掛け（エコドライブ10徹底） △

⑤燃費向上のための車両整備 〇

⑥エコドライブの励行の声掛け 〇

①用途に応じた使用車両・重機の選定 〇

②車両、重機等の作業前点検等の徹底 〇

③効率的な運行ルートの確認 〇

④エコドライブなど省燃費運転の徹底 〇

⑤積み込み忘れの無い効率的な作業 〇

①設備の作業前点検 〇

②無理・無駄のない安定運転 〇

③重機の作業効率向上 〇

④不要照明の消灯 〇

⑤空気圧縮機のエア漏れ点検 〇

⑥電力不用時、負荷遮断・変圧器の遮断 〇

①ミスコピー防止など紙類の廃棄物をなくする 〇

②帳票簡略化、配布資料など印刷物の削減 〇

③グリーン商品の使用・購入に努めている 〇

④混合廃棄物としないよう徹底している 〇

①作業工程からの発生の防止 〇

②分別の徹底 〇

③再資源化、有価物化の徹底 〇

①日常的に節水の励行 〇

②水道水はバルブで水量・水圧の調節の実施 〇

③洗浄ホースのストップノズル利用の確認 〇

④水道配管から漏水を定期的な確認 〇

①迅速な収集・運搬の徹底 〇

②近隣環境に配慮した車両運行や施設の管理 〇

③分別保管・分別収集・運搬（混合防止） 〇

④車両・容器から廃棄物の飛散・流出の防止 〇

△

⑥顧客への分別提案・徹底依頼 〇

⑦再資源化情報の提供、提案 〇

⑧危険物等の混入防止の依頼 〇

①事業所の清掃活動 〇

②事務所周辺の植栽等の実施 〇

○：評価出来る、△：まずまず評価できる、×：評価できない

環境経営計画については項目ごとに具体的な取組の内容（達成手段）を表4の通り作成した。なお、それぞれ

の計画の責任者と担当者及びスケジュールを定め確実な実行に努めております。

受託した産業廃棄物の処理

における環境配慮

施設設備

再資源化、有価物化の

分別を徹底してやる事

ができた。

取組を継続する

エコドライブなど省燃

費運転の強化に努め

た。

引き続き、効率的

なルート・スケ

ジュールの調整

と、省燃費運転を

強化する。

個々に積極的に確認、

実施し目標達成に繋

がった。

活動項目

二酸化炭素排

出量の削減
車両運行

実施状況取組内容 取組みの結果
次年度の

取組内容

冷房温度の２８℃設定

と空気の入替え、クー

ルビズは定着しつつあ

るが目標達成まで取組

を継続しなくてはいけ

ない。

節電、エコドライ

ブ等の取組をさら

に強化する。

⑤処理施設、車両基地、収集運搬車両等の清潔保持

廃棄物排出量

の削減・リサ

イクルの推進

一般廃棄物

産業廃棄物

（自社分）

水使用量の削減

清掃活動等

処理施設・車両駐車周

辺・車両庫内の清掃が

十分ではなかった。

処理施設・車両駐

車周辺・車両庫内

の清掃を徹底し、

責任者が定期的な

確認を強化する。

釘など落ちていないか

注意をはらい毎日の清

掃活動が目標達成につ

ながった。

取組を継続する

取組を継続する

印刷する際に何度も確

認してから印刷した為

ミスコピーを減らす事

ができた。

取組を継続する

取組を継続する

水を使う際は、効率よ

く短時間で使用するよ

う心掛けたので目標を

達成する事ができた。



省エネ活動の掲示

 環境活動の状況

    令和5年1月12日

    会社周辺の高齢者住宅の除雪作業

令和４年6月9日

会社周辺の草刈り作業

令和４年11月14日

緊急事態対応・防災訓練



Ⅵ  代表者による全体評価と見直しの結果

Ⅴ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

令和３年12月から本格的にエコアクション21について取り組みをしました。

目標未達成の電力の削減・軽油の削減・二酸化炭素排出量の削減・一般廃棄物の削減・節水に

ついては、目標の設定方法、活動計画等も含め見直しをすることとしており、次年度は他社の

取組状況の調査に着手し、早期の具体化を図ることとして指示しました。

その他の環境負荷については、削減の効果が認められました。従業員の環境保全に対する意識

の向上が図られ取り組みの成果が見られました。

環境関連法規等について一覧表に取りまとめ、廃棄物処理法等の遵守状況を確認したところ違

反はありませんでした。住民等からの苦情もありませんでした。また、過去３年間、関係当局

からの違反等の指摘、訴訟について、問題ありません。



電話 ファクス

E-mail

UCL

資本金 売上高 百万円

許可

有効

許可

有効

許可

有効

破砕

圧縮

0

切断 廃プラスチック類 木くず 金属くず

許可

有効

令和3年9月29日

 青森県むつ市大字田名部字落野沢13番地2

・ゴルフ練習施設運営

・産業廃棄物収集運搬業

・特別管理収集運搬業

1149.96

673.65

・一般廃棄物収集運版業

・産業廃棄物処分業

1013.74

870.74

収集運搬量ｔ

   0175-29-4995

 gruupe@heart.ocn.ne.jp

 https://mutsugruppe.com/

Ⅶ．廃棄物処理に係る組織の概要
事業所名  有限会社 グルッペ

代表者名  代表取締役  今  武

所在地

環境管理責任者  中山 竜也

エコアクション２１担当者  今  和弘

連絡先

0175-29-3988

処分量ｔ

法人設立年月日 昭和61年8月1日 500

事業活動の内容

 

事

業

の

規

模

品名 Ｒ2年度 R3年度

最終処分量ｔ

許可名／許可番号

許

可

の

内

容

年月日 事業計画・事業の範囲（事業区分、廃棄物の種類）

一般廃棄物処理業

むつ市指令第586号

令和3年4月12日 事業範囲

むつ市（可燃ごみ・不燃ごみ・資源ごみ）令和5年4月11日

産業廃棄物収集運搬業

青森県 00210074510

令和3年9月30日

令和8年9月28日

令和8年2月2日

廃プラスチック類 紙くず 金属くず

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類）

廃酸・廃アルカリ（廃バッテリーに係るものに限る）

0

令和3年2月5日

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック類

紙くず 木くず 繊維くず 動物性残さ ゴムくず 金属く

ず ガラスくず ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず がれき類 ば

いじん （自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物であるもの

を除き、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び

水銀含有ばいじん等（燃え殻に限る）であるものを含

む。），石綿含有産業廃棄物，水銀使用製品産業廃棄物，水

銀含有ばいじん等（燃え殻に限る）

令和8年1月21日

特別管理産業廃棄物収集運搬業

青森県 00260074510

中間処理

廃プラスチック類 ガラスくず ｺﾝｸﾘｰﾄくず

及び陶磁器くず がれき類

産業廃棄物処分業

青森県 00220074510

百万円 219



台数 台数

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

処理方法・処理工程

（収集運搬）一般廃棄物の場合   排出者 → 回収・収集運搬 → 中間処理場へ（外部委託）

（中間処理の場合）

設

 

 

備

面積：43.2㎥

保管上限：6.82ｔ

面積：252㎥

保管上限：86.4ｔ 高さ：2ｍ

面積：9.12㎥

保管上限：0.4ｔ

面積：0.8㎥

保管上限：0.664㎥

面積：0.8㎥

保管上限：0.664㎥

廃アルカリ

（廃ﾊﾞｯﾃﾘｰに係るものに限る）

面積：0.8㎥

保管上限：0.664㎥

廃 酸

（廃ﾊﾞｯﾃﾘｰに係るものに限る）
ガ ス

廃プラスチック類
（廃タイヤに限る）

廃プラスチック類 金属くず

（廃ｵｲﾙﾌｨﾙﾀｰに限る）

廃プラスチック類 金属くず

（廃ﾊﾞｯﾃﾘｰに限る）

切断：金属くず 2.4ｔ/日
面積：0.8㎥

保管上限：0.664㎥

スタンド付き

テーブルソー
切断：木くず 1.2ｔ/日

面積：9.12㎥

保管上限：0.4ｔ

廃 油

（揮発油類、灯油類及び軽油類）
エアプラズマ切断機 切断：金属くず 16ｔ/日

廃アルカリ 塵芥車 5ｔ 収集運搬

廃プラスチック類 油圧ショベル 圧縮：金属くず 3.2ｔ/日

面積：0.42㎥

保管上限：0.04㎥

廃 油
キャブオーバー 7.7ｔ

（クレーン付）
収集運搬

廃 酸
バン 4ｔ

（ウィング）
収集運搬

面積：2.684㎥

保管上限：1.2㎥

面積：0.42㎥

保管上限：0.04㎥

 切断：金属くず 15.3ｔ/日

 圧縮：金属くず 8.5ｔ/日

 切断：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 7.3ｔ/日

 破砕・圧縮：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 4.1/日

 破砕：ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 4.2ｔ/日

 破砕：ｺﾝｸﾘｰﾄくず 4.2ｔ/日

 破砕：がれき類 4.2ｔ/日

 圧縮：紙くず 3.2ｔ/日

ミニダブリングシャー

燃え殻 キャブオーバー 10ｔ 収集運搬

汚 泥
キャブオーバー 7.8ｔ

（クレーン付）
収集運搬

面積：4.56㎥

保管上限：4.24ｔ

面積：4.56㎥

保管上限：4.09ｔ

1

設備名 能力・産廃の種類 設備名 能力・産廃の種類

積替え保管施設 キャブオーバー 2ｔ 収集運搬

【廃棄物の種類】

金属類

【処理方法】

切断 売 却

【処分方法】

廃プラスチック類
切断

破砕

圧縮

売却または

中間処理場 ※外部委託

紙くず 圧縮 売 却

木くず

コンクリートくず

がれき類

切断 自社焼却または

中間処理場 ※外部委託

ガラス陶磁器くず 破砕 最終処分場



受託した産業廃棄物の処理量

可燃ごみ（家庭系） 18,020.00

0廃酸

再資源化等量小計 814.87

紙くず 売却

  中間処理後処分量合計 870.74

中間処理後の

産業廃棄物

最

終

処

分

陶磁器くず

11.55

木くず 売却、自社消費（冬季暖房用） 235.46

コンクリートくず 売却、自社消費（整地用） 2.78再

資

源

化

廃プラスチック類 売却 384.58

金属くず 売却 180.5

埋立 47.54

ガラスくず 埋立 8.33

最終処分量合計

再資源化等量小計 814.87

中間処理合計 870.74

最終処分

180.5

木くず 切断 235.46

紙くず 圧縮 11.55

コンクリートくず 破砕 2.78
うち再資源化等

廃プラスチック類 破砕・切断・圧縮 384.58

金属くず 切断

紙くず 圧縮 11.55

陶磁器くず 破砕 47.54

コンクリートくず 破砕 2.78

ガラスくず 破砕 8.33

木くず 切断 235.46

1.25

   収集運搬量合計 597,398

中間処理

廃プラスチック類 破砕・切断・圧縮 384.58

金属くず 切断 180.5

石綿含有 1.44

汚泥

金属くず

8.23

5.02

廃プラスチック類 911.38

ガラスくず 2.19

木くず 74.51

1,430.00

資源ごみ（ﾋﾞﾝ） 21,072.00

資源ごみ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ） 9,652.00

産業廃棄物

資源ごみ（有害ごみ）

                         R4年度 2021.12月～2022.11月

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ

収集運搬

一般廃棄物

可燃ごみ（事業系） 544,340.00

混合廃棄物

廃油

水銀使用製品産業廃棄物

0.02

5.05

0.08

引火性廃油

廃アルカリ 2.6

0.36強酸

不燃ごみ 1,870.00

特管廃酸含む混合廃棄物 1.61

排出者→収集運搬→処理場

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ

2.53

古紙 227.13

229.66

古紙 227.13
再資源の回収・収集等 収集運搬

229.66

金属 2.53

再生資源の再資源化等

   再生資源の再資源化量合計

売却

売却
金属

   再資源の回収・収集量合計


